スピリチュアルケアにおける傾聴 : 災害時の教会の業として by 赤刎 正清 & Masakiyo Akahane
スピリチュアルケアにおける傾聴
──災害時の教会の業として──


































































































（９）PASCH : Professional Association for Spiritual Care and Health（臨床スピリチュアルケア協会）、オン
ライン、（2007. 1. 8.）www.pasch.jp を参照．



































（１３）このシステムは、論者が 2005年 8月 7−11 日香港で開かれた 8th ASIA−PACIFIC CONGRESS ON




































（１７）http : //ahc.weblogs.jp/blog/2011/05/ を参照
（１８）宮地尚子は、災害時の PTSD 予防としての被災者の語りについて、「語ることは、重要であるが、参
加者の安全が確保されていることや、話し相手が安心できる人であること、その人の望むタイミン
グに合わせて、無理やり話しを引き出さないこと、話し終わった後に適切なサポートがなされるこ
となど、基本的な条件が守られることが重要」と述べている。（安克昌著『心の傷を癒すというこ
と』、作品社、2011、438頁。）
（１９）読売新聞（ヨミドクター）6月 22日（水）15時 44分配信
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ば、愛する人の死を聞かされたとき、あらゆる感情を一度に受けとめたら、とても生
きていけません。人間の体は精密な機械のようなもので、痛みの量を調節し、痛みが
一度に来ないように防御するのです。」（20）と述べている。被災地におけるスピリチュ
アルケアは、慌しい現場の中で語るものの守秘がしっかり行われているのか、永続的
・継続的な体制が準備されているのか、介入の時期に十分な配慮されているか等、相
当な注意をもってされていなければならない。そして、ケアの介入方法についても、
ロモは次のように語っている。
「カウンセリングをしましょう」などと切り出すべきではないし、「精神医学」
「心理学」などの専門語もタブーです。心のケアをするのだと気負うことなく、
その場で役にたちそうなことを何でもやればいいのです。ゴミ拾い、水汲み、家
の中の片付け、倒壊した家から必要なものを掘り出す手伝い、書類を書く手助
け、食事運び……住民と一緒になって行動しながら、「大変でしたね」「何か私に
できることは？」などと自然に声をかけます。私の経験でも、こうした会話をき
っかけに有効なアプローチが始まることが多いのです。住民はまず、現実的な手
助けを必要としています。（21）
この、ロモの指摘は、災害初期に教会が地域の中でのボランティアの担い手とし
て、様々な活動を開始するとき既に「聴かない傾聴」の業がそこに始まっていること
を示している。このような災害初期から被災地に立ち続けなければならない教会にと
っての重要な課題を、安克昌は被災地域の中での心のケアのあり方を通して次のよう
に述べている。
心のケアを最大限に拡張すれば、それは住民が尊重される社会を作ることにな
るのではないか。それは社会の品格にかかわる問題だと私は思った。復興の中で
は補償や財産やローンなど、難しい問題が続出するだろう。ただでさえ、もめや
すい事柄である。必ず不公平感が発生してくるだろう。納得のいかない結果に終
わった人たちは、自分たちが尊重されていないと感じるにちがいない。心のケア
がたんなるかけ声で終わらないために、具体的な方法論が今後ますます必要とさ
れるのである。（22）
──────────────
（２０）D. ロモ著・水澤都加佐監訳『災害と心のケア』、株式会社アスク・ヒューマン・ケア、1995、31頁。
（２１）同上、18頁。
（２２）安克昌、前掲書、69頁。
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地域の中にあって、一人ひとりの存在が尊重されなければならないという課題は、
まさに教会が担ってきた問題であり、教会はそのための具体的な方法を地域のなかで
提示していかなければならない使命がある。そのひとつの方策として教会は被災地域
にあってさまざまな援助の形をとって地域住民と出会うなかで、スピリチュアルケア
における傾聴を次のような「英雄期」から「再建期」に至るまで継続して行なってい
かなければならない（23）。
「英雄期」（災害直後）
自分や家族・近隣の人々の命や財産を守るために、危険をかえりみず、勇気
ある行動をとる。
「ハネムーン期」（1週間～6ヶ月）
劇的な災害の体験を共有し、くぐり抜けてきたことで、被災者同士が強い連
帯感で結ばれる。援助に希望を託しつつ、瓦礫や残骸を片付け、助け合う。
被災地全体が暖かいムードに包まれる。
「幻滅期」（2ヶ月間～1、2年間）
被災者の忍耐が限界に達し、援助の遅れや行政の失策への不満が噴出。人々
はやり場のない怒りにかられ、けんかなどのトラブルも起こりやすい。飲酒
問題も出現。被災者は自分の生活の再建と個人的な問題の解決に追われるた
め、地域の連帯や共感が失われる。
「再建期」（数年間）
被災地に「日常」が戻り始め、被災地も生活の建て直しへの勇気を得る。地
域づくりに積極的に参加することで、自分への自信が増してくる。ただし復
興から取り残されたり、精神的支えを失った人には、ストレスの多い生活が
続く。
以上のようにロモは災害における回復のプロセスを段階わけしているが、最近の災
害学では、災害発生以前に「準備期」を加えるものもある（24）。被災後には、「英雄
期」から「再建期」に至るまで、被災地域以外から様々な援助の手が差し伸べられる
が、被災前より被災発生予想地域において出来る限りの自助方策を考えておくべきだ
という考えである。しかし、ラファエルは日本の都市のように、きわめて周到な対策
が備えられている場合もあるが「たとえば大量死傷に対する医療面での対策は整って
──────────────
（２３）この論述においては、ロモが被災の段階を「英雄期」「ハネムーン期」「幻滅期」「再建期」に分類し
たものを援用することとする。（D. ロモ著・水澤都加佐監訳『災害と心のケア』、株式会社アスク・
ヒューマン・ケア、1995、14頁。）
（２４）若林佳史『災害の心理学とその周辺』、多賀出版、2003、54頁。
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いても、精神衛生面での対策がなおざりになっていることが多い。」（25）と語っている。
そこで次に、スピリチュアルケアにおける傾聴を「準備期」のありかたに絞って考え
たい。なぜなら傾聴は、問題が発生してから即席に為せるものではなく充分な訓練を
必要とするからである。スピリチュアルケアにとって傾聴のトレーニングを何故「準
備期」に設けないといけないかを、傾聴とはいったいどういう行為なのかを考えるな
かで述べることとする。
傾聴の実践について
安克昌が述べたように、災害被災地にあって、教会は次のような被災者の答えのな
い問いかけに直面する困難さを経験することとなる。
「なぜ私は生き残ったのか」
☆問題解決型の対応では解決の出来ない困難。
「お前にこの苦しさがわかるのか（でも聞いて欲しいというジレンマ）」
☆傾聴者にとって経験のない孤独、不安、恐怖と寄り添う困難。
これらの難しい問題に対して、ロモは災害現場における実践的課題として次のような
アクティブ・リスニングの手法を提示している（26）。
アクティブ・リスニングの基本
・「聞き役」に徹する
・話の主導権をとらずに相手のペースに委ねる
・話を途中で妨げない
・相槌を打ったり、質問をむける
・善悪の判断や批評はしない
・相手の感情を理解し、共感する
・相手のニーズを読み取り、確認する
・安心させ、サポートする
──────────────
（２５）B. ラファエル、前掲書、66頁。
（２６）D. ロモ、前掲書、28頁。
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アクティブ・リスニング－相手の話を自然に引き出す聞き方の技術
1、声をかける
2、状況を把握する
3、ニーズを聞き取る
4、感情への対応
このロモの手法においては、傾聴は被災者の被災地における、様々な具体的な体験
を聴く中で、最終的には「被災者の感情」の部分に介入していくことを目的としてい
る。そしてスピリチュアルケアにおける傾聴も、窪寺俊之が患者の魂のプロセスとし
て最終段階に「自分の本当の姿に気づいて、いとおしく思い、手放しで自分を受け入
れることである。」（27）と述べるように被災者の揺れ動く感情の部分に介入することに
よって、被災者が被災体験の自己受容に至ることを最終的な目的としている。それで
は被災者の感情の部分に触れる傾聴とは、いったいどのような行為なのだろうか。
傾聴の本質と訓練の必要性
このような傾聴について、ヤスパースは「患者が現実に体験する精神状態をまざま
ざと我々の心に描き出し、近縁の関係に従って考察し、できるだけ鋭く限定し、区別
し、厳格な述語で名をつけることである。」（28）と語っている。傾聴は、ただ被災者の
語りを聞くという受動的な行為ではなく、聴く者が自らの心に触れながら被災者の語
りに耳を傾けるという能動的な行為である。そして、このような能動的な態度をとる
傾聴は、傾聴する側に一種の戸惑いを覚えさせる。その戸惑いは、次のような二つの
問題が傾聴する側のこころの中で巻き起こっているのではないかと論者は考えてい
る。
【自己との関係性の中で傾聴が困難であること】
傾聴がわれわれにとって難しく感じられる一つの理由は、被災者の苦悩を聴く傾聴
者が、その時、自らの過去に経験した苦悩の物語に触れることである。被災者は、河
合隼雄が「人間はそれぞれ自分の物語を生きようとしている。」（29）と語るように個別
の被災の物語を持っている。これらの感情に対して傾聴者は個別の被災体験を、個別
な物語として受け止め、その物語を自らの個別な物語に添わせながら聴かなければな
──────────────
（２７）窪寺俊之、前掲書、127頁。
（２８）ヤスパース『精神病理学総論上巻』、岩波書店、1953、82頁。
（２９）河合隼雄『心理療法と物語』、岩波書店、2001、17頁。
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らない。つまり、語る者の物語りに近似する自らの苦悩の物語をも傾聴によってあぶ
りだされるということである。被災者の苦しみに寄り添い思いを重ね、聴き続けると
いうことは、自らの苦しみの物語をも同時に語りなおしているということである。自
らが未解決な物語を持っていることをよく理解し、傾聴者自身が苦しみの物語を生き
る存在であることを自己受容していなければ、傾聴が立ち往生してしまうことさえあ
る。
【相互の関係性の中で傾聴が困難であること】
そしてもう一つ傾聴をする上で留意しなければならない大切なことは、被災者の語
る物語は、傾聴者に受け入れられやすい言葉を選ぶことによって再構成されていると
いうことである。被災の語りをする者は、被災の物語がわかってもらえたことに安ら
ぎを求めながら語りを進めていく。このことは、傾聴がただ単に語るものの独白に終
わるのではなく、相互の関係性の中で進められていくことを示している。そのような
関係性の中で傾聴者は能動的な態度で語りを聴くうちに、自らの聴く態度が無言のう
ちにも被災者の語りを促進・抑制し、コントロールしているかもしれないことに気づ
かされる。傾聴は、傾聴者の感情の動きに大きく左右されながら行なわれていること
に直面するのである。このような語る者と聴く者の関係性の中で、語る被災者が、そ
の感情を揺るがせながら聴き入る傾聴者に受け入れられやすい言葉を探しながら語り
を進めていることに、聴く者は最大限の注意を払わなければならない。
野家啓一は「人間は、『物語る動物』あるいは『物語る欲望に取り憑かれた動物』
である。」（30）と述べているが、かえって「人間は『物語を聴く欲望に取り憑かれた動
物』」という一面を持っていることに、傾聴者は充分に注意しなければならない。
このようにスピリチュアルケアにおける傾聴は、自己との関係性と、語る者と聴く
者の相互の関係性の中で多くの困難な問題を抱えていることを、傾聴者は理解した上
で被災の現場に臨まなければならない。被災地における傾聴は前もって充分な認識と
訓練の中で、自らの罪責感や欲望と向き合っておく必要のある行為なのである。東日
本大震災という未曾有の災害にたいするケアを教会は、現在進行形で体験している。
これらの出来事を十分に受け止め、被災地における継続的な支援態度をとりつつ、教
会はその経験を「準備期」としてとらえ、スピリチュアルケアにおける傾聴が十分な
認識と訓練を必要としていることに関与していかなければならない。
キリスト教は災害時の備えとして、傾聴を訓練とする臨床牧会訓練という組織的な
──────────────
（３０）野家啓一『物語の哲学』、岩波現代文庫、2005、13頁。
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トレーニングの場と経験を所有している。しかし、現実にはこれらの訓練を受け入れ
る機関も数少なく、現実的な手段となっていない。教会は、地域行政や専門機関によ
って行われる自殺予防の傾聴トレーニングなどの機会を活かしながら、常に震災に向
き合い、そして準備しなければならないであろう。
おわりに
これまで述べてきたように、災害は現代社会において日常生活の一部となった。日
常的に見聞きする「頑張ろう、日本」というスローガンは、常にわれわれを被災地と
の関係性の中に留める。教会も、過去・現在そして未来の災害と常に向き合いなが
ら、その歩みを進めていかなければならない。多くの被災の経験から教会は、災害に
備えて物心共に支援の拠点として地域で「機能」する準備を整えていなければならな
いことを学んだ。特に被災者の語りを被災者の死生観に寄り添って聴くというスピリ
チュアルケアにおける傾聴は、災害「準備期」から周到な訓練が為されなければなら
ないことを述べてきた。しかし、それ以上に重要な課題として、多くの専門的な外的
援助が撤退し「幻滅期」に入った被災地において、教会は永続的な聴き手として「存
在」し続けなければならないことがあげられる。そして、これらの課題は、スピリチ
ュアルケア自体に新たな問いかけを発している。スピリチュアリティは、「機能」と
「態度・存在」という二つの側面を持ち合わせている。この二つの側面は、スピリチ
ュアルケアが、現状回復という「癒し」を示しているのか、新しい地平への自己受容
へとわれわれを導く「救い」を示しているのかという課題を論者に提起している。被
災地において、それらは「復旧」と「復興」というふたつの言葉によって物語られて
いるのかもしれない。災害時の教会は、これらの課題を災害準備期から具体的な支援
を行う方策を練るなかで、地域社会との交わりを教会という枠組みを破って「機能」
し、自らの痛みを担いつつ継続的・永続的支援を地域の拠点として受け止める「態
度」が地域の中において尊ばれることによって鮮明に描き出しているのではないであ
ろうか。
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